
令和８年度 第２回 竜禅寺小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１  開催日時 令和８年７月２３日（木） １３時３０分から１５時３０分まで 

２  開催場所 竜禅寺小学校 会議室 

３   出席委員 新井 和美、高須 道男、栁川 春彦、鈴木 宏幸、北井 実香 

青島 早苗、中村 哲也、髙橋 弘之、石川 敦史、松井 慎太郎 

４    ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 加藤 晴康（南部協働センター長）                                                   

５  欠席委員 なし 

６  学 校 谷野 幸代(校長）､平本 智之(教頭) 

近藤 仁志（教務主任、CS 担当教職員）中村 朝実(ＣＳディレクター） 

中谷哲久、塩﨑 弘治、冨田 みゆき、石塚 智香、加茂 栄美子 

菅 麻美、石田 龍平、村上 麻沙乃、鈴木 亮佑、半場 幸香 

村木 美緒、中井 洋子、福積 美晴、藤村 さとみ、鈴木 大地 

大場 愛菜美、黒澤 美優、齊藤 由佳、大木 健太郎、鈴木 百恵 

渡辺 ハビエル、池谷 優実、増井 幹也、大川 栞奈、伊藤 明美  

７  傍 聴 者 なし     

８  会議録作成者 中村 朝実（ＣＳディレクター）  

９  議長の選出 

議長の選出について、高須会長から中村委員を推挙する旨の発言があり、

全員異議なくこれを了承した。 

１０ 協議事項 

  （１）各学年の 1 学期の教育活動について 

（２）1 学期末の学校評価と改善策 

（３）グループ別の話し合い～「教育活動の充実及び教職員の業務改善の 

ための、地域人材やボランティアの活用について」～ 

１１ 会議記録 

    司会より委員総数１０名のうち１０名の出席があり、過半数に達してい

るため、会議が成立している旨の報告があった。 

（１）各学年の 1 学期の教育活動について 

    1 学期の教育活動について、各学年主任より報告があった。 

 

（２）1 学期末の学校評価と改善策について 

学校評価と改善策について、教務主任より報告があった。 

上記の（１）（２）について、委員から以下の意見が出された。 

    ・交通安全リーダーと語る会に出たが、交通安全リーダーが何をするの

か６年生が分かっていない。下級生に伝えていくような取り組みをし

てほしいけれどその姿が見られない。今までの６年生に比べリーダー

としての自覚がない。（髙橋委員） 

    →リーダーワッペンを付けていない子がいたのでしっかり付けて自覚を

持たせたい。下級生に伝えていく枠組みを作っていきたい。（教頭） 



    ・６年生のリーダーは交代制で行うのか。全員でやるのか。全員でやる

なら一人一人に知識や方法を知らせるのが重要ではないか。 

（鈴木委員） 

    →浜松市では６年生全員が交通安全リーダーとなっている。（教頭） 

    ・竜の子宣言の「安全に気を付けて元気に生活します」を意識して、廊

下歩行ができるとよい。まずは身近な生活を振り返り、６年生が下級

生に伝えていけるとよい。（松井委員） 

    ・今年度たつのこ学級が増えたが、１学期うまくスタートできたと聞い

ている。たつのこ学級からもボランティアの要望があったらこの後の

グループ協議で意見を出してほしい。（高須会長） 

    ・東京の小学校で火事があった。防災対策をしてほしい。（髙橋委員） 

    ・浜松市の方から点検が入っているはずである。（高須会長） 

    →夏季研修で全職員が救助袋の動画を視聴し、７月３０日にも救助袋の

点検・訓練を行う予定である。（校長） 

    ・救助袋を使った訓練は、設備点検のときに行うとよい。子供たちが使

えるようにしておく事も大事。（松井委員） 

 

（３）グループ別の話し合い  

「教育活動の充実及び教職員の業務改善のための、地域人材やボランティ

アの活用について」 

    学校運営協議会委員と職員が３グループに分かれて話し合いを行った。 

 

    ＜Ａグループ＞ 

    ・中庭の花壇について、委員会や教員だけでは厳しいため、庭の手入れ

花の世話の手伝いをお願いしたい。休みの日など。（藤村） 

→前任校では、お花ボランティアがあった。（村上） 

→頻度として、４月とパンジーの植え替えの年に２回（藤村） 

→年に２回なら、社会体育など外の団体にお願いしてもよい。 

落ち葉拾い＋花壇といった具合で提案してみる。（高須委員） 

・町探検のときの安全指導。地域の方にお手伝いを頼めるか。（大地） 

→PTA に募集したら来てくれるのでは？さくら連絡網で事前に分かれば行

ける人がいると思う。（北井委員） 

→１年生の下校指導のように、事前に日程が分かれば、スクールガードに

頼める。（髙橋委員） 

・５年生のミシン学習のサポートが欲しい。１０月に６回ほど。 

主に１，２時間目にお手伝いしてほしい。（加茂） 

→１年生の給食ボランティアは民生委員だった。そんなルートもあるかと

思う。５０、６０代で家にいる人は多い。（髙橋委員） 

→読み聞かせボランティアも増えている。ミシンもきっと集まると思う。

図工ののこぎりの支援もやったことがある。（高須委員） 



・１年生で初めてタブレットを使うときの補助が欲しい。１年生はアルフ

ァベットも分からないため、パスワードを入力するのが難しい。情報モ

ラルの話も、教員だけでなく地域の方から言ってもらうことに意味があ

ると思う。（亮佑） 

→サポートが必要な時期や内容、人数を一覧表にして出しておいてもらえ

ると対応できる。（高須委員） 

・２年ほど前 SDGs の出前授業をやった。昨年は日程が合わなかった。 

１２月なら調整できると思う。（高須委員） 

・２年前から知り合いが戦争の語り部の会をやっている。浜松の空襲の

話。５，６年生対象。以前に６年生に馬込川と水門の話をしたときに、

東日本大震災の話をしたが知らない子が多かった。地震や津波の話をし

ても実感として分かっていない子が多い。災害関係の話も、高学年対象

にできたらいいと思う。こういう話をしてほしいとかがあれば、ボラン

ティアに話をしてもらうのも良い。（髙橋委員） 

・たつのこ学級１～６年までそれぞれ課題はあるが、コミュニケーション

に課題を持っている子が多い。関わりを増やすという意味で、一緒に折

り紙をしたり、話し相手になってもらったりなど、継続的に関わってく

ださるととてもうれしい。（半場） 

→昔の遊びに来ていただいたことがある。たつのこ学級の子たちも喜んで

いた。（村上）    

 

＜Ｂグループ＞  

    ・６年生は総合「夢に向かって」の学習で、１学期はラグビー、愛染倉さ

んなどが来校した。医療関係の意見も出た。講師として来ていただける

地域の方はいるか。（大木） 

→地域には整形・内科・眼科などがある。１００周年の時に来ていただ 

いたクリニックの方にお願いしてはどうか。北井委員に話をするとよい。 

（新井委員） 

・５年生でミシンボランティアをお願いしたい（中井） 

→アライデザインでもミシンができる方はいる。（新井委員） 

・４年生では、ユニバーサルスポーツや福祉のことをやっている。社会科 

で東日本大震災についても話を聞きたい。（増井） 

→ボッチャ体験をしてみてはどうか。（鈴木委員） 

→クリケットなら知り合いがいる。（新井委員） 

→スクール１１９の中でやっていくのもいい。防災意識を高める活動もで 

きる。（松井委員） 

→災害もそうだが、熱中症の対策もしていく必要がある。子供たちに工夫 

していくことを考えさせたい。（新井委員） 

・３年生では社会科でスーパーマーケットの見学や、河合楽器の見学を予 

定している。町の消防団（第５分団）を見学したり、自治会の方にお話 



を聞いたりしたい（お祭りなど）。常葉大の駅南パンフレットを作成した 

方などと連携できるとよい（菅） 

→大学との連携は地域を活性化するために重要である。また相談していけ 

たらいい。常葉大にも知り合いがいるので聞いてみる。（新井委員） 

→個人に依頼するより、南消防等の管轄に依頼するとよい（松井委員） 

・２年生の生活科で町探検に行く。（大川） 

→アライデザインに３D プリンタが入る。また来るとよい（新井委員） 

・１年生の給食ボランティアなどありがとうございます。（百恵） 

 

    ＜Ｃグループ＞  

    ・１年生の３学期に実施した昔遊びを栁川さんに今年もお願いしたい

（石塚） 

・３年生では、総合・社会・まつり・町の様子・仕事など地域に関わるこ

とを学習していきたい。地域の方に話を聞いたり大学生と交流したりで

きると良い。（塩﨑） 

・４年生では、地域で福祉につながる仕事や体験、人材や企業を紹介して

いただけるとうれしい。（石田） 

・５年生の２学期の家庭科では、ミシンを使うのでボランティアがいると

うれしい。（渡辺） 

・６年生の社会科では、地域の戦争に関連する経験を語っていただける語

り部などがいたらお願いしたい。また、医療に興味がある児童が多いの

で、医療関係についている方にお話を聞きたい。（大場） 

→いろいろな業種の人のお話を聞くことができる「未来学校」を活用する

とよい。（石川委員） 

→未来学校の活用経験がある。専門性＋生き方を聞けるので、大変勉強に

なった。（中谷） 

→子供たちはどのような職業があって、この職業につきたいというのも分

かっていないので、いろいろな職業の人の話を聞けるのは大変ありがた

い。中学校で職場体験を受け入れてくれている企業なら協力をしてもら

えないか。自動車学校など（大学生、専門学生）、学生の考えや話を聞

くのもいい機会になるのではないか。（青島委員） 

・ボランティア保険について 何かあった時のために入っていた方が良い

のか。民生委員は年間３５０円で全員入っている。（栁川委員） 

 

    ＜全体会＞ 

    ・運動会の縦割り活動で応援が入ったのがよい。（栁川委員） 

    ・６年生のわが子が海外の方としゃべれなくてもジェスチャーなどでコ

ミュニケーションがとれるようになっていて驚いた。（青島委員） 

    ・バングラディシュの方で医療関係者がいる。国の話をしてもらうこと

はいい経験になる。（北井委員） 



    ・手話などについて知るのもよい。（鈴木委員） 

    ・たつのこ学級が増えた。南校舎は、３年生のみで他の学級との交流が

少なくなることが心配。（髙橋委員） 

    ・挨拶ができている。進んでできているのがよい。廊下歩行についても

挨拶と同じで自分の内側から考えて話し合っていくとよい。子供たち

自身が本気になっていく環境ができたらいい。（石川委員） 

    ・熱中症対策や防災など家庭で教育する部分と学校で教育する部分があ

る。消防署内でそれぞれ担当があるので、内容を吟味して依頼すると

よい。スクール１１９の中で熱中症を含めたり、４年で防災（東日本

大震災など）をやったりするなどを考えるとよい。（松井委員） 

    ・地域に防災士がいたら話を聞いてみたらいい。（鈴木委員） 

    ・多様化している。外国籍の方が増えていく。海外の方とうまくやって

いくこともこれからの課題になっていく。それぞれの国の方からその

国のことを教えてもらえたらよい。（新井委員） 

    ・各グループからよい意見がたくさん出た。計画し実行に進むよう日程

を調整しながらすぐやっていけたらいい。今やっているものは継続し

ていけたらいい。（高須会長） 

 

 連絡・報告事項 

次回の学校運営協議会は令和８年１１月１７日（火）午後１時１５分から

会議室（授業参観込み）にて開催する旨の報告があった。 

 

 

 

 


